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1  岡によると、英語の「mutilation」という単語は、日本語の「切除」とは異なり、「身体を不完全なものにする」（岡 2000: 54）とい
う意味を持つため、「女子割礼」や「女性器切除」ではなく、「女性器手術 female genital surgery」という言葉を使った。一方で、井
口は、「「Surgery」には近代的な病院における医療行為が連想されるので、この用法に対して反対している人もいる（井口 et al. 
2019: 32）」と指摘した。エジプトでは、アラビア語の書き言葉である標準語フスハ（ fuṣḥā فصحى ）で、男子割礼と女子割礼につい
てヘターン（割礼）という言葉を用いる。男子割礼と女子割礼を区別する場合、女子割礼ではイナースという言葉をつけて「へター








































































































































Ⅲ　 国連や WHO による介入とイスラーム
側の主張
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7  サヒーフ・ムスリム（ṣaḥīḥ Muslim、アラビア語: صحیح مسلم）とは、イスラーム教スンナ派で用いられる六つの主要なハディース集
成書の一つ。
ハディース学者であるアブ・ザカリア・ヤフヤー・ブ
ン・シャラフ・アル = ナワウィー（Abū Zakariyyā 
















ドフィールド・ヘイズは、（Female Genital Mutilation, 
Fertility Control, Women’s Roles, and the Patrilineage in 




ケンは、「ホスケンレポート」（The Hosken Report: 
Genital and Sexual Mutilation of Females）でこの実践を
「切除（Mutilation）」と呼んだ（ホスケン 1993）。これ
らに基づき、アフリカ委員会及び、WHOは、それぞ
れ1990年と1991年に女子割礼を英語で Female Genital 





































































10 アメリカ形成外科学会（American Society of Plastic Surgeons）
11 クリトリス包皮の縮小（hoodectomy）。ここでは、女子割礼のこと。しかし、割礼や、ケファードではなく、フード切除あるいは、
（Clitoral Hood Reduction Surgery）という言葉を使うことは西洋でも行われる実践のことを指すかもしれない。








































































nnual Papers of the A










（NCCM）（The National Council For Childhood &











（Ronan 2020; Ismail et al. 2017）。女子割礼を受ける平均













だった（Ronan et al. 2015: 2; El-Gibaley et al. 2002）。
15 https://www.iifa-aifi.org/ar/4879.html（2021年１月５日閲覧）
16 大英博物館に保存され、紀元前163年の24号と番号づけられたパピルス。
17 エジプト全国母子評議会（NCCM） 2019年「メディアと女子割礼、イメージを変え、方向を構築するための実験」アラビア語 p. 3。
18 エジプトの総人口のうち、女性が49％、男性は51％を占めている。年齢構成は０から14歳が33％、15歳から64歳が62.7％、65歳
以上が4.3％である。宗教は、イスラーム教が90％であり、キリスト教徒は10％である。
19 Female Genital Mutilation in Egypt-Recent trends and projections February 2020 brochure https://data.unicef.org/（2020年９月30日閲覧）
ローナンによると、「10～19歳の少女の FGM率は、
母親よりも約10％低いことを示した。つまり実践の











（Ronan et al. 2020; Alkhalaileh et al. 2018）。1995年には、
既婚女性の13％が、女子割礼に反対していたが、
2003年には、既婚女性の23.3％が女子割礼に反対し






それを支持している女性や男性もいる（Ronan et al. 
2020; Alkhalaileh et al. 2018）。女子割礼の主な決定者
が母親であり、父親がマイナーな役割を果たす（Tag-



























じている人は少なくないという（Tag-Eldin et al. 2008: 



































22 スンナ（سنة Sunnah）は、踏み慣らされた道＝慣行。ここでは、イスラームにおける預言者ムハンマドの言行・範例（سنة نبویة 
Sunnatu’n-Nabawīyah：預言者のスンナ）を指す（Wehr et al. 1976: 433）。
23 エジプト全国母子評議会（NCCM）2019年「メディアと女子割礼、イメージを変え、方向を構築するための実験」アラビア語 p. 17。
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والطفل） بالمرأة  الضارة  الممارسات  من  للوقایة  المصریة   الجمعیة 
Egyptian Association for the Prevention of Practices 




























































































































31 Female Genital Mutilation in Egypt̶Recent trends and Projections February 2020 https://data.unicef.org（2020年９月16日閲覧）
32 1996年に保健省から保健と人口省に改称された。
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（Tag-Eldin et al. 2008）がある。この報告は、2005年
にエジプト全国の386,816人の女子学生への面接に基
35 2014年５月 Hoda Bent Rashid El Dabbasホダ・ベント・ラーシド・エルダッバース「ICPDと対決」『エル・バヤーン雑誌』http://
www.albayan.co.uk/MGZarticle2.aspx?id=3626（2020年12月25日閲覧）
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